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今月の納税等
　固定資産税／第２期
　

納期限　7月31日（金）

広報あま7月号に掲載されている
内容は、新型コロナウイルス感染
症の状況により変更になる場合が
あります。詳しくは、各問合先にお
問い合わせください。

あま市の人口【令和２年6月1日現在】※（　）内は対前月増減数　
総数／89,059人（−1人）　男／44,377人（−4人）　女／44,68２人（+3人）　世帯数／37,383世帯（+11世帯）
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特別定額給付金 
申請をお忘れではありませんか？

令和２年５月２０日に市民の皆さまへ発送しました特別定額給付金の申請をまだされていない方
は、お忘れなく申請してください。

原則、郵送申請またはオンライン申請としておりますが、窓口での申請も受け付けております。
窓口申請の場合、甚目寺庁舎（社会福祉課）、本庁舎（税務課の西隣の特設窓口）、七宝公民館（ロビー
特設窓口）の３か所となります。

特別定額給付金は令和２年４月２７日時点で、あま市に住民登録のある方が対象となります。申請
書が手元にない方やご不明な点などございましたら、ご遠慮なく特別定額給付金担当までお問い
合わせください。
申請期限　令和２年８月２０日（木）まで。郵送の場合、８月２０日の消印有効です。
　　　　　申請期限を過ぎますと、受け付けできなくなりますので、ご注意ください。

問合先　社会福祉課　特別定額給付金担当　☎４６２・６６８１　FAX４４３・３５５５

新型コロナウイルス感染症の影響による 
徴収猶予の特例制度について

　新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年２月以降の任意の期間（１か月以上）において、
事業等に係る収入が前年同期に比べて概ね２０％以上減少しており、かつ一時に納付し、または納入
を行うことが困難である方は、１年間、地方税の徴収の猶予を受けることができます。
　対象となるあま市税は、令和２年２月１日から令和３年１月３１日までに納期限が到来するすべて
の税目（個人市県民税、固定資産税、軽自動車税（種別割）及び国民健康保険税など）です。
　詳細については、市公式ウェブサイト、または収納課（本庁舎）にお問い合わせください。

納期限 申請期限

令和２年２月１日から令和２年６月３０日までのもの 令和２年６月３０日

令和２年７月１日から令和３年１月３１日までのもの 各期の納期限の日

問合先　収納課　☎４４４・０４１３　FAX ４４１・８３３０

あま市理美容事業者休業協力金申請受付について
あま市理美容事業者休業協力金の交付申請受付を行っております。
本協力金は、自主的に休業した理容業又は美容業を営む事業者の方に対し、協力金を交付するも

のです。申請期間は７月５日（日）までですので、ご注意ください。
また、申請は愛知県に郵送で行っていただきますよう、よろしくお願いします。
なお、休業期間や申請書類等は市公式ウェブサイト、または電話でご確認ください。
本庁舎、甚目寺庁舎及び七宝公民館にも申請書類一式を準備しております。

問合先　産業振興課　☎４４１・７１１４　FAX ４４１・８３８７
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方へ
（国民健康保険・後期高齢者医療関係）

新型コロナウイルス感染症拡大により収入が減少するなどの影響を受けた場合に、減免等の制
度があります。減免等を受けるには、申請が必要ですので、詳細はお問い合わせください。

◎保険税等の減免【国民健康保険・後期高齢者医療】
　新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が減少した世帯の方の保険税等を減免します。
○対象となる世帯及び減免額
　１　主たる生計維持者が死亡、または重篤な傷病を負った世帯の方　⇒　全部
　２  　主たる生計維持者の事業収入等（専業収入・不動産収入・山林収入・給与収入）の減少が見込

まれる世帯のうち、次の⑴から⑶の全てに該当する世帯の方
　　⑴事業収入等のいずれかが前年に比べて３０％以上減少する見込であること
　　⑵前年の合計所得金額が１，０００万円以下であること
　　⑶ 減少が見込まれる事業収入等に係る所得以外の前年の所得の合計額が４００万円以下であること
　　⇒ 保険税等の額に所定の計算を加えた「対象額」の全部、または一部（減免割合は合計所得金額

により異なります）
○対象となる国民健康保険税、及び後期高齢者医療保険料
　納期限が令和２年２月１日から令和３年３月３１日までのもの

※７月中旬に送付される納税通知等が届いてからの受付になります。
※ 新型コロナウイルス感染症以外の理由で所得が減少した方に対する減免制度もございますの

で、該当すると思われる方はお問い合わせください。

◎傷病手当金の支給【国民健康保険・後期高齢者医療】
　国民健康保険、または後期高齢者医療の被保険者のうち、給与等の支払いを受けている方が、新
型コロナウイルス感染症に感染した、または感染の疑いで就労できず、給与等の支払いを受けるこ
とができなくなった場合に傷病手当金を支給します。

◎徴収猶予の特例制度【国民健康保険】
　新型コロナウイルス感染症の影響で事業等に係る収入に相当の減少があった方は、担保不要で、
延滞金もかかることなく、１年間の猶予を受けることができます。
○対象となる方
　新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年２月以降の任意の期間（１か月以上）において、事業
等に係る収入が前年同期に比べて概ね２０％以上減少しており、かつ一時に納付し、または納入を行
うことが困難な方
○対象となる国民健康保険税
　納期限が令和２年２月１日から令和３年１月３１日までのもの
　（保険税の減免対象時期と異なりますのでご注意ください。）

問合先
◎保険税等の減免、傷病手当金の支給に関すること　保険医療課　　☎４４４・３１６８　FAX４４３・３５５５ 
◎徴収猶予の特例制度に関すること　　収納課　☎４４４・０４１３　FAX４４１・８３３０
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巡回バスニュース
〔利用状況〕

運行日数 北部巡回ルート 南部巡回ルート 東部巡回ルート 計左回り 右回り 左回り 右回り 左回り 右回り
令和２年５月 １４ ８３人 ６２人 ７１人 9２人 ２１人 ２８人 ３５７人

累計（平成２9年１０月３１日～） ４０５ ３,８３５人 ２,99４人 ３,9３9人 ５,０9８人 １,４６８人 １,５４７人 １８,８８１人
【あま市巡回バスの無料乗車券について】

７５歳以上、障がい者、運転免許証返納者の方は、身分証等をご提示いただくことであま市巡回バ
スの運賃は無料となっておりますが、これらの方でご希望される方には、あま市巡回バスの無料乗
車券を発行しております。無料乗車券の発行をご希望される方は、「あま市巡回バス無料乗車券交
付申請書」により申請をお願いいたします。申請書は、各庁舎の窓口及び市公式ウェブサイトにご
用意しております。

問合先　企画政策課　☎４４４・１７１２　FAX４４４・０9８２

国民健康保険税改定のお知らせ
■令和２年度の保険税率改定について
　令和２年度の国民健康保険税については、愛知県が市町村に示す標準保険料率を参考に
改定を行いました。

区分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割 ４.9８％ 5.3２％ １.８２％ 1.96％ １.４１％ 1.5８％
資産割 １８.４％ 13.８％ ４％ 3％ ５.６％ 4.２％
均等割 ２５,６００円 ２5,7００円 ７,６００円 ８,1００円 9,４００円 9,7００円
平等割 １9,６００円 19,２００円 ６,０００円 6,1００円 ５,５００円 5,4００円
■保険税課税限度額の改定について
　令和２年度から国の基準に合わせて保険税課税限度額の改定を行いました。

区　分 課税限度額
改定前 改定後

医療給付費分 ６１万円 63万円
後期高齢者支援金分 １9万円 19万円（改定なし）

介護納付金分 １６万円 17万円
合　計 9６万円 99万円

■保険税軽減対象の拡大について
　令和２年度から国の基準に合わせて、均等割額と平等割額の軽減のうち５割軽減、２割軽減の対象
を拡大しました。

５割軽減 拡大前 前年の合計所得金額が、【３３万円＋（２８万円×世帯の被保険者数※）】以下の世帯
拡大後 前年の合計所得金額が、【33万円＋（２８.5万円×世帯の被保険者数※）】以下の世帯

２割軽減 拡大前 前年の合計所得金額が、【３３万円＋（５１万円×世帯の被保険者数※）】以下の世帯
拡大後 前年の合計所得金額が、【33万円＋（5２万円×世帯の被保険者数※）】以下の世帯

※世帯の被保険者数には国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した方も含みます。
問合先　保険医療課　☎４４４・３１６８　FAX４４３・３５５５

虐待の相談・通報はこちらへ
児童虐待　☎４４４・３１７３（子育て支援課）または☎１８9（児童相談所全国共通ダイヤル、２４時間対応）
障がい者虐待　☎４４４・３１３５（社会福祉課）　 ※市役所は平日午前８時３０分～午後５時１５分
高齢者虐待　☎４４４・３１４１（高齢福祉課）　　 （夜間・休日は宿日直者に繋がります）
      　※FAX番号　FAX４４３・３５５５（共通）
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高齢者安全運転支援装置設置費補助金
高齢者安全運転支援装置設置費の一部を補助します。（令和２年度限りの予定）
市では、６５歳以上の高齢運転者に対し、踏み間違いによる交通事故を減少させることを目的に、

現在使用している自動車に安全運転支援装置を取り付けた場合、その費用の一部を補助します。
受付期間
令和２年７月１日から令和３年３月１日まで（設置３ヶ月以内に申請して下さい。）
※令和２年４月１日から同年６月３０日までに設置した方は、令和２年７月１日から同年9月３０日まで。
補助対象者（①～⑤すべてを満たす個人）
①市内に住所を有し、令和３年３月３１日時点で６５歳以上の人
②令和２年４月１日以降に安全運転支援装置を設置し、運転免許証を保有している人
③自動車税及び市税を滞納していない人
④非営利目的かつ自ら使用する自動車に安全運転支援装置を設置した人
⑤申請者が支払った購入設置費に対する他の補助金を受けていない人（国の補助金は除く）
補助対象の自動車（①～③すべてを満たす車両）
①普通自動車、小型自動車または軽自動車であって、個人の用途に供するもの
②車検証の「自家用・事業者用の別」欄に「自家用」と記載されたもの
③車検証の「使用者の氏名または名称」欄に申請者の氏名が記載されているもの
補助対象の安全装置

国土交通省の性能認定を受けた後付けの急発進抑制装置で、次世代自動車振興センターが認定
した県内の後付け安全運転支援装置取扱事業者の店舗等で設置したもの
補助金額

安全運転支援装置の購入設置費の８割（１，０００円未満切り捨て）の補助
安全運転支援装置の一例

装置の種類 主な後付け装置取扱い事業者 補助金額（上限）
障害物検知機能付きペダル 
踏み間違い急発進抑制装置

トヨタ自動車
ダイハツ工業 　３２,０００円

ペダル踏み間違い
急発進抑制装置

イエローハット
日本自動車車体補修協会

オートバックス
ジェームス

　　ナルセ機材　他

　１６,０００円

対象装置や店舗等は変更されることがあります。
※設置前に必ず確認してください。
申請方法

原則、安全運転支援装置設置後３か月以内に次のものを持参の上、安全安心課へ申請してください。
①交付申請書兼実績報告書
②安全運転支援装置販売・設置証明書
③補助金交付請求書
④自動車検査証の写し
⑤運転免許証の写し
⑥領収書の写し
⑦通帳の写し
　その他、詳細につきましてはお問い合わせください。

問合先　安全安心課　☎４４４・０８６２　FAX ４４１・８３３０
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「高齢者が毎日の生活で気をつけたいポイント」と 
「高齢者台帳」訪問調査の開始時期について

新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言が解除されましたが、再度感染が拡大すること
も予測されます。引き続き感染症予防に気をつけていただきたいと思いますが、外出を控えること
によって高齢者の方が孤立されることも懸念されます。

つきましては、地域で気になった方がいらっしゃいましたら、あま市地域包括支援センターまでご連絡
ください。

また、市公式ウェブサイト『「新型コロナウイルス感染症」への対応　高齢者として気をつけたいポイン
ト』（ポスティングで配布済）を参考に、認知症予防や体力等を維持できるような生活を心がけましょう。身
近な高齢者の方々にもご周知ください。

毎年４月から各地区の民生委員・児童委員がご家庭を訪問し、『高齢者台帳』（緊急時の連絡先や健康状態
等の記録）の作成及び確認を行っておりますが、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在のと
ころ見合わせております。なお、調査開始時期は、今後の状況を見て決定いたします。

問合先　地域包括支援センター（甚目寺庁舎）　☎４４４・３１５9　FAX４４３・３５５５

令和２ 年度　地球温暖化対策設備設置費補助金交付制度
地球温暖化対策に取り組む事業の一環として、市民の再生可能エネルギーの利用を積極的に支

援するため、住宅用地球温暖化対策設備を設置する方を対象に、その費用の一部を補助金として交
付するものです。
●補助対象メニュー及び補助金額
① 住宅用太陽光発電システム　補助額5０，０００円
② 住宅用リチウムイオン蓄電システム　補助額5０，０００円
③ 一体型システム（太陽光発電・HEMS・蓄電システムの組合せ）　補助額1００，０００円
※ 同一年度内に①と②を両方申請することはできません。太陽光発電システムと蓄電システムを

両方設置する場合は③の一体型システムとして申請してください。
●補助対象者

次の各要件を全て満たす世帯の方
① 自ら居住し、または居住を予定する市内の住宅に補助対象の設備を設置しようとする方（すでに

設置済みの設備は補助対象となりません。）または未使用の補助対象の設備が設置された住宅を
購入し、市内に居住しようとする方で、申請年度内に設備の運用を開始できるものであること。

② 本人または本人と同一世帯に属する者が過去に同一設備で補助金交付を受けていないこと。
●申請期間

令和３年１月２9日（金）まで。
・本年度の予算がなくなった場合、募集期間内でも申請の受付を停止させていただきます。

詳細については市のホームページをご覧ください。
問合先　環境衛生課　☎４４４・３１３２　FAX４４３・３５５５

教育委員を紹介します
教育委員の小笠原英司氏の任期満了に伴い、あま市議会３月議会において 

任命同意され、再任されました。
教育委員会委員　小

お

笠
がさ

原
わら

　英
えい

司
し

氏
【任期：令和２年６月２５日～令和６年６月２４日】

問合先　教育委員会　学校教育課　☎４４４・０9０２　FAX４４３・８２１０
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第 ２ 次あま市総合計画策定 
市民会議委員を募集します

総合計画は、市のまちづくりの指針となるもので、市の将来像とそれを実現するた
めの施策などを示す計画です。

令和３年度末に、第１次あま市総合計画の計画期間（１０年間）が満了するため、今年
度から２か年で第２次あま市総合計画を策定します。

策定にあたり、総合計画策定市民会議委員として参画していただける方を募集し
ます。

内容 市民会議へ出席し、総合計画に関することについて意見交換をして
いただきます。

開催予定 令和２年度：３回程度

委員任期 令和２年１０月～令和３年３月（予定）

募集人数 １５人以内

応募資格 １５歳以上（ただし、中学生は除く）であま市在住・在勤・在学の方（令
和２年７月１日現在）

委員報酬等 市民会議への出席に伴う報酬、旅費等の支給は行いません。

応募方法

　企画政策課（本庁舎）及び七宝・甚目寺各市民サービスセンターに
ある応募用紙に必要事項をご記入の上、企画政策課へ提出していた
だくか、郵送、ＦＡＸ、またはメールでご応募してください。
　また、応募用紙は、市公式ウェブサイトからもダウンロードでき
ます。
　なお、応募用紙は返却いたしかねますので、ご了承願います。
郵送：〒４9０-１２9２　あま市木田戌亥１８番地１
　　　あま市役所　企画政策課宛
ＦＡＸ：４４４・０9８２
E-mail：kikaku@city.ama.lg.jp
記入事項
①氏名（ふりがな）　②生年月日　③住所及び電話番号　④職業　
⑤通勤（通学）先の所在地（市外在住の方のみ）　⑥応募の動機

応募期間 ７月１日（水）～３１日（金）
※郵送の場合、７月３１日（金）の消印まで有効とします。

審査及び
選考

応募用紙をもとに書類選考します。選考結果は、応募いただいた方
全員にお知らせします。
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令和3年度採用
あま市職員を募集します

第２回試験
▼試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分 採用予定人数 受験資格

事務職（一般）Ｂ １人程度
平成１１年４月２日以降に生まれ、短期大学※１、高等専門学
校、もしくは高等学校を卒業した方、または令和３年３月ま
でに卒業見込みの方

事務職（土木） １人程度 平成１１年４月２日以降に生まれ、高等学校土木関係学科※２

を卒業した方、または令和３年３月までに卒業見込みの方

事務職（社会福祉士） １人程度 昭和６０年４月２日以降に生まれ、社会福祉士の資格を有す
る方、または令和３年３月までに取得見込みの方

※１  短期大学には、学校教育法による専修学校専門課程のうち、修学年限が２年以上で、１，６００時
間以上の授業の履修を義務付けているものを含みます。

※２ 土木関係学科とは、土木施工管理技術検定試験における指定学科であるものを指します。
▼受付期間　７月２０日（月）～８月３日（月）（土、日曜、祝日を除く）
　　　　　　（郵送による申込の場合は、７月３１日（金）までの消印有効）
▼第1次試験
　9月２０日（日）
▼提出書類
⒈ あま市エントリーシート
　 （市公式ウェブサイトからダウンロードするか、市役所人事秘書課で入手してください）
⒉ 写真２枚（６か月以内に撮影した上半身、脱帽、正面向きの縦４㎝×横３㎝の大きさのもの）
　※ １枚はエントリーシートに貼付し、１枚は裏面に氏名を記入して提出してください。
⒊ 最終学校の卒業証明書、または卒業見込証明書
⒋ 最終学校の成績証明書
⒌ その他
　【事務職（社会福祉士）】社会福祉士の資格を取得している場合は、登録証の写し

その他、詳細については、市公式ウェブサイトに掲載の実施要項（人事秘書課でも配布していま
す）を参照してください。

問合先　人事秘書課　☎４４４・１７１３　FAX４４４・１３５１
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市政ニュース

子
育
て

■

子
育
て
応
援

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
依

頼
会
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
の
お
手
伝
い（

お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り）

を
し
て
ほ
し
い
方
、地

域
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　

日
時　
7
月
15
日
（水）

　
　
　
午
前
1０
時
～
11
時
４5
分

場
所　
七
宝
公
民
館

対
象　
生
後
６
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生

登
録
説
明
会

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
あ
ま
市
、大
治

町
在
住
、ま
た
は
在
勤
の
方

※
妊
婦
さ
ん
、ま
た
は
生
後
６
か
月
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
も
仮
登
録
可
能

で
す
。事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
登
録
説
明
会
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
事
務
局
へ
お

電
話
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
の
無
料
託
児
有
り（

４
か
月
か

ら
未
就
学
児
ま
で
、要
予
約
、定
員
有

り）

託
児
ご
利
用
を
希
望
の
方
は
開
催

日
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が
必
要
で

す
。

定
員　
５
人

申
込　
説
明
会
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
メ
ー
ル
申
込
】件
名「
説
明
会
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、参
加
日
、

託
児
の
有
無（
有
り
の
場
合
は
名
前
、月

齢
・
年
齢
）」を
記
入
し
て
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
先　
あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
甚
目
寺
庁
舎
子
育
て
支
援
課
内
）

　

☎
４
６
２・０
１
５
０　

　

℻
４
６
２・０
１
６
０　

　

 ama-harufamisapo@clovernet.ne.jp

甚目寺庁舎に�
手話通訳者を配置しています
火曜日　 午前9時～正午、午後１時～４時
木曜日　 午前9時～正午
※ 上記以外の曜日、または甚目寺

庁舎以外でのご利用につきまし
ては、お問い合わせください。
問合先　社会福祉課

☎４４４・３１３５　FAX４４３・３５５５

shogai@city.ama.lg.jp

開
庁
時
間
　
午
前
8
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
5
時
15
分

閉
庁
日
　
　
土
・
日
曜
・
祝
日

国の「子育て世帯への臨時特別給付金」と 
市独自の「新型コロナウイルス感染症対策 

子育て世帯応援給付金」についてお知らせします
令和２年３月３１日時点において本市に住民登録があり、令和２年４月分（３月分）の児童手当を所

属庁より受給されている公務員の方は、給付金の申請が必要です。まだ、提出されていない方は、

所属庁より配付された申請書の「公務員児童手当受給状況証明欄」に証明を受けた上で、1２月15

日（火）までに子育て支援課（甚目寺庁舎）に提出してください。

また、所得制限限度額超過により特例給付を受けている方は、市独自の「新型コロナウイルス感

染症対策子育て世帯応援給付金」の給付対象となります。該当される方は、お早めにお申し出くだ

さい。後日、案内書を送付します。

なお、公務員以外の方で、まだ案内書が届いていない方は、ご連絡ください。

問合先　子育て支援課　☎４４４・３１７３　FAX４４３・３５５５ 
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市政ニュース

寄
　
附

■

寄
附
の
お
礼

市
民
の
方

　
高
齢
者
福
祉
と
し
て
現
金
1０
万
円

ソ
レ
オ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
様

　
マ
ス
ク　
５
０
０
枚

株
式
会
社
了
生
様

　
マ
ス
ク　
５
０
０
枚

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

　

☎
４
４
４・１
７
１
１　

　

℻
４
４
１・８
３
３
０　

福
　
祉

■

金
婚
夫
婦
の
申
込
受
付
の
ご
案
内

市
で
は
こ
の
た
び
め
で
た
く
結
婚
5０
周

年
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
に
対
し
記
念
品
を

贈
呈
し
、お
祝
い
し
ま
す
。

対
象　
昭
和
４5
年
12
月
31
日
以
前
に
婚
姻

さ
れ
た
夫
婦（

婚
姻
届
以
前
に
事
実
上

婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合
を
含
む
。た
だ

し
、以
前
に
金
婚
の
祝
い
を
受
け
ら
れ

た
夫
婦
、結
婚
5０
年
を
迎
え
ら
れ
て
か

ら
あ
ま
市
に
転
入
し
た
夫
婦
を
除
く）

住
所
要
件　
９
月
１
日
現
在
、市
内
に
住

所
を
有
す
る
夫
婦

受
付
期
間　
7
月
1
日
（水）
～
8
月
７
日
（金）

（

土
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く）

受
付
場
所

・
高
齢
福
祉
課（

甚
目
寺
庁
舎）

・
七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
請
方
法　
各
受
付
場
所
に
所
定
の
申
請

書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。署
名
捺
印

を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

・
印
鑑（

ス
タ
ン
プ
印
不
可）

※
本
籍
が
市
外
の
方
は
婚
姻
日
の
確
認
の

た
め
、戸
籍
謄
本（

取
得
か
ら
３
か
月
以

内
の
も
の）

の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
４
１　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト（

再
通
知）

の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

7０
歳
以
上
の
方（
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
を
除
く
）を
対
象
に
、心
身
の
機
能

低
下
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に「
シ
ニ

ア
い
き
い
き
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
4
月
下
旬

に
送
付
し
皆
様
に
返
信
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

返
信
を
い
た
だ
け
て
い
な
い
方
に
対
し

て
、７
月
下
旬
に
再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、回
答
の
返
送
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
で
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
方
に
は
、専
門
職
に
よ
る
訪
問
相
談

６
月
下
旬
に
更
新
手
続
き
の
案
内
を
送
付

し
ま
し
た
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
本
人
及
び
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

世
帯
で
あ
る
こ
と

・
別
世
帯
に
配
偶
者（
事
実
婚
を
含
む
）

が
い
る
場
合
、そ
の
方
も
住
民
税
非
課

税
で
あ
る
こ
と

・
本
人
及
び
配
偶
者
が
所
有
す
る
預
貯
金

な
ど
資
産
の
合
計
額
が
２
，０
０
０
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と（
配
偶
者
が
い
な

い
場
合
は
１
，０
０
０
万
円
以
下
）

申
込　
７
月
１
日
（水）
か
ら（
土
・
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）

　

詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課（
甚
目
寺
庁

舎
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
４
１　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
利
用
者
負

担
額
の
軽
減
制
度
の
お
知
ら
せ

あ
ら
か
じ
め
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
実

施
す
る
旨
を
申
し
出
た
社
会
福
祉
法
人
等

が
運
営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、訪

問
介
護
、通
所
介
護
等
を
利
用
す
る
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
伴
う
利
用
者
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
お
い
て
は
、１
４
，０
８
４

人
に
通
知
し
た
結
果
、８６
．７
％
の
回
答
率

で
し
た
。回
答
を
い
た
だ
い
た
方
の
う
ち

３
，５
３
９
人
が
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と

な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ
る
方
と
判

定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、令
和
元
年
度
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
甚

目
寺
庁
舎
）

　

☎
４
４
４・３
１
５
９　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新
に

つ
い
て

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
と
は
、要

介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
う
ち
、所
得
の
低
い
方
に
対
し
て
介
護

保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
時

に
か
か
る
食
費
・
居
住
費（
滞
在
費
）の
自

己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

現
在
、介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
は
、有
効
期
限
が
７
月
３１

日
（金）
ま
で
で
す
。８
月
以
降
も
引
き
続
き

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。

現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、対
象

に
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
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対
象

⑴
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
世
帯
員
の
中
に
市
民
税
課
税
者
が
い
な
い

・
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０
万
円

（

世
帯
員
１
人
増
す
ご
と
に
5０
万
円
加

算）

以
下

・
預
貯
金
な
ど
が
単
身
世
帯
で
３
５
０
万

円（

世
帯
員
１
人
増
す
ご
と
に
１
０
０
万

円
加
算）

以
下

・
居
住
用
の
家
屋
や
土
地
、日
常
生
活
に

必
要
な
資
産
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産

が
な
い

・
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養
さ

れ
て
い
な
い

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

⑵
生
活
保
護
受
給
者

軽
減
対
象
と
な
る
費
用
と
軽
減
割
合

○
1０
パ
ー
セ
ン
ト
の
利
用
者
負
担
額
の
原

則
４
分
の
１

○
食
費
、居
住
費（
滞
在
費
）、宿
泊
費
の

原
則
４
分
の
１

※
生
活
保
護
受
給
者
は
サ
ー
ビ
ス
に
か
か

る
個
室
の
居
住
費（

滞
在
費）

の
み
全
額

軽
減
と
な
り
ま
す
。

※
軽
減
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要
で

す
。審
査
の
結
果
、対
象
と
な
る
方
に
確

認
証
の
交
付
を
し
ま
す
の
で
、サ
ー
ビ

ス
利
用
時
に
軽
減
事
業
者
へ
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
、詳
し
く
は
高
齢
福
祉
課（

甚
目

寺
庁
舎）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
４
１　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」�

強
調
月
間

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く

た
め
、次
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

⑴
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地

域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
み
を
進
め

よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う

⑵
重
点
事
項

　

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら

排
除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、再

び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る

「
誰
１
人
取
り
残
さ
な
い
」社
会
の
実
現

に
向
け
、

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、刑
務
所
か

ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を

長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る

こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
が
、

保
険
・
年
金

■「
特
定
健
診
」に
つ
い
て

４０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、特
定
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、５
月
中
旬
に
ご
案
内

を
送
付
し
て
い
ま
す
。健
診
を
毎
年
受
診

し
て
い
た
だ
き
、ご
自
身
の
健
康
づ
く
り

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、保
険
医
療
課（
甚
目
寺
庁
舎
）ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
診
場
所　
指
定
医
療
機
関

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
為
、保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
受

診
す
る
集
団
健
診
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お

け
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
期
間
中
は
、

指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、健
診
を

行
い
ま
せ
ん
。

健
診
料
金　
無
料

実
施
期
間　
1０
月
31
日
（土）
ま
で

問
合
先　
保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ

る
環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と

に
関
係
行
政
機
関
・
民
間
団
体
関
係
者

等
と
の
連
携
の
も
と
に
取
り
組
む
こ
と
を

重
点
事
項
と
す
る
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
３
５　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

民
生
委
員・児
童
委
員
の
ご
紹
介

前
任
者
の
退
任
に
伴
い
、令
和
２
年
４

月
１
日
付
け
で
次
の
方
が
新
し
く
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

籾も
み

山や
ま　
兼か

ね

芳よ
し　
氏（
上
萱
津
区
）

※
上
萱
津
区
内
の
担
当
区
域
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、住
民
の
見

守
り
や
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。相
談

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
３
５　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　
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■

高
齢
受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
高
齢

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、７
月
31
日

（金）
に
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、７
月

下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
葉
書
タ
イ
プ

の
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、記
載
事

項
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
、注
意
事

項
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。記
載
事
項
に
誤

り
が
あ
る
場
合
や
、７
月
31
日
ま
で
に
受

給
者
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、保
険
医
療

課（
甚
目
寺
庁
舎
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
受
給
者
証
は
、保

険
医
療
課
、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、細
か

く
切
断
し
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者　
7０
～
7４
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者

問
合
先　
保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更

新
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
方
が

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、有
効
期

限
が
７
月
31
日
（金）
ま
で
で
す
。８
月
１
日

以
降
に
使
用
し
て
い
た
だ
く
被
保
険
者
証

は
、７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。

被
保
険
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、記
載
事

項
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
、注
意
事
項

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。記
載
事
項
に
誤
り
が

あ
る
場
合
や
、７
月
31
日
ま
で
に
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、保
険
医
療
課（
甚

目
寺
庁
舎
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
は
、

保
険
医
療
課
、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か
、細

か
く
切
断
し
破
棄
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
先　
保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

後期高齢者医療 コールセンターのご案内
愛知県後期高齢者医療広域連合では、後期高齢者医療の保険料と保険証に関するコールセン

ター（電話窓口）を開設します。保険料の算定方法や保険証の負担割合等については、コールセン
ターへお問い合わせください。
＜お問い合わせ電話番号＞　☎０57０・０11・55８（ご利用には通信料がかかります。）

【期間】７月１３日（月）～８月３１日（月）　※土・日曜・祝日も開設　
【時間】午前８時４５分～午後５時１５分
※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
※後期高齢者医療保険料額決定通知書は、７月中旬頃に郵送します。
※ 納付方法など納付に関するご相談については、あま市保険医療課後期高齢者医療担当までお問

い合わせください。
ご注意

コールセンターは、受信専用です。還付金の案内や口座を指定して振込みをさせたり、金融機関
のＡＴＭの操作を指示したりすることは一切ありません。

不審な電話がありましたら、あま市保険医療課後期高齢者医療担当までお問い合わせください。
問合先　愛知県後期高齢者医療広域連合　管理課保険料グループ　☎9５５・１２２３

あま市保険医療課 後期高齢者医療担当　☎４４４・３１６８　FAX４４３・３５５５
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■

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
方
へ

毎
月
納
め
て
い
た
だ
く
国
民
年
金
保
険

料
で
す
が
、収
入
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

学
生
以
外
の
人
で
、保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、本
人
か
ら
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
と

な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
分
に
つ
い
て
は
、７
月
１

日
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。年
金
手
帳
・
印

鑑
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、保
険
医
療
課

（
甚
目
寺
庁
舎
）、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、失
業
の
場
合
に
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
交
付
さ
れ
る「
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
」、ま
た
は「
離
職
票
」の
写
し
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　
中
村
年
金
事
務
所

　

☎
４
５
３・７
２
０
０　

　
保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

年
金
相
談『
相
談
無
料・秘
密
厳
守
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
を
招
い
て
、

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、相
談
窓
口
に
み
え
た
本
人
以
外

の
方
の
相
談
に
つ
い
て
は
、夫
婦
、兄
弟
・

姉
妹
等
の
親
族
で
あ
っ
て
も
、相
談
内
容

に
該
当
す
る
本
人
の
委
任
状
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

日
時　
７
月
2８
日
（火）

　
午
前
1０
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
３
時

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室

持
ち
物　
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
、基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類
、印
鑑

問
合
先　
中
村
年
金
事
務
所

　

☎
４
５
３・７
２
０
０　

　
保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請
求
手

続
き
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、公
的
年

金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

に
、年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
、受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　

①
６5
歳
以
上
か
つ
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
の
う

ち
、
前
年
の
公
的
年
金
等
の
収
入
額
※1

と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が
８
７
９
，

支
給
要
件

保
険
医
療
課

　

☎
４
４
４・３
１
６
８　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

環
境
・
衛
生

■

レ
ジ
袋
有
料
化

７
月
１
日
よ
り
、全
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
買
物
袋
、い
わ
ゆ
る
レ
ジ
袋
の
有
料

化
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、非
常
に
便
利
な
素

材
で
す
が
、廃
棄
物
・
資
源
制
約
、海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
、地
球
温
暖
化
な
ど
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く

等
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
削
減
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

　

☎
４
４
４・３
１
３
２　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

３
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

②
障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金
受
給

者
の
う
ち
、前
年
所
得
※1
が「
４
，６
２
１
，

０
０
０
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
3８
万
円

※２
」以
下
で
あ
る
こ
と

※1　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
等
の
非
課
税

収
入
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※２　
同
一
生
計
配
偶
者
の
う
ち
7０
歳
以
上

の
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
の
場
合
は

４８
万
円
、特
定
扶
養
親
族
ま
た
は
1６
歳

以
上
19
歳
未
満
の
扶
養
親
族
の
場
合
は

６3
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
方

年
金
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務

所
ま
た
は
市
役
所
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、世
帯
の

構
成
・
前
年
所
得
等
が
変
わ
っ
て
、支
給

要
件
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
た
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご

案
内
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、基
礎
年
金

番
号
の
わ
か
る
も
の
を
用
意
の
う
え
、ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０・０
５・１
１
６
５　

中
村
年
金
事
務
所

　

☎
４
５
３・７
２
０
０　
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止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　

あ
ま
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
企
画
政
策
課
内
）

　

☎
４
４
４・１
７
１
２　

　

℻
４
４
４・０
９
８
２　

■

総
合
防
災
訓
練・海
部
東
部
消
防
連
合

演
習
の
中
止
に
つ
い
て

８
月
22
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た「
総
合
防
災
訓
練
」
と
９
月
６
日
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た「
海
部
東

部
消
防
連
合
演
習
」は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　
安
全
安
心
課

　

☎
４
４
４・０
８
６
２　

　

℻
４
４
１・８
３
３
０　

■

長
寿
を
祝
う
会
の
中
止
に
つ
い
て

９
月
５
日
・
12
日
、
19
日
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た「
長
寿
を
祝
う
会
」

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
あ

ま
８
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先　
高
齢
福
祉
課

　

☎
４
４
４・３
１
４
１　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

■

ご
み
収
集
車（
パ
ッ
カ
ー
車
）の
火
災
事

故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
は
、「
ス
プ

レ
ー
缶
」「
ガ
ス
缶
」「
ラ
イ
タ
ー
」「
乾
電

池（
充
電
式
電
池
・
ボ
タ
ン
電
池
）」が
混

入
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

車
両
火
災
は
、重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
る
と
と
も
に
、収
集
作
業
に
も

影
響
が
で
ま
す
。適
切
に
処
理
す
る
こ
と
で
、

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

安
全
な
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■「
ス
プ
レ
ー
缶
」「
ガ
ス
缶
」「
ラ
イ
タ
ー
」

「
乾
電
池（
充
電
式
電
池
・
ボ
タ
ン
電

池
）」の
出
し
方

①「
資
源
ご
み
」と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。※
不
燃
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

収
集
日
は
、毎
月
１
回（
七
宝
地
区
：
第

２
水
曜
日
、美
和
地
区
：
第
３
水
曜
日
、

甚
目
寺
地
区
：
第
４
水
曜
日
）、
午
前

９
時
ま
で
に
、各
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
あ
ま
市
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
甚
目
寺
庁
舎
駐
車
場
内
）に
直
接
持
ち

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。毎
日
午
前
9

時
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
土
・
日
曜
・
祝

日
含
む
。た
だ
し
12
月
31
日
～
翌
1
月

3
日
ま
で
は
除
く
。）

問
合
先　
環
境
衛
生
課

　

☎
４
４
４・３
１
３
２　

　

℻
４
４
３・３
５
５
５　

都
市
計
画

■

民
間
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断・
耐
震

改
修
工
事
費
補
助
事
業・
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
費
補
助
事
業
の
ご
案
内

近
年
、大
き
な
地
震
が
相
次
ぎ
、建
築
物

の
倒
壊
等
で
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。特
に
昭
和
5６
年
以
前
の
旧
建
築
基

準
法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き
な

被
害
が
で
て
い
ま
す
。被
害
を
最
小
限
に

す
る
た
め
に
は
、ま
ず
、住
宅
の
耐
震
性

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
性
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、昭
和
5６
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
在
来

軸
組
構
法
ま
た
は
伝
統
構
法
の
木
造
住
宅

（
現
に
人
が
住
ん
で
い
る
住
宅
の
み
）の

無
料
耐
震
診
断
を
専
門
の
診
断
員
が
行
っ

て
い
ま
す
。

市
が
実
施
し
て
い
る
木
造
住
宅
耐
震
診

断
や（

財）

愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
住
宅
耐
震
診
断
で「
や
や
危

険
で
す
」「
倒
壊
の
危
険
が
あ
り
ま
す
」と

判
定
さ
れ
た
住
宅
を「
一
応
安
全
で
す
」

と
な
る
よ
う
な
耐
震
改
修
工
事
に
対
し
て
、

工
事
費
の
一
部
を
補
助（
上
限
１
２
０
万

円
）し
ま
す
。

ま
た
、平
成
27
年
度
か
ら
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
費
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

無
料
耐
震
診
断
で
、
判
定
値
が
１
．０
未

満
の
住
宅
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す

る
工
事
に
対
し
て
、工
事
費
の
一
部
を
補

助（
上
限
3０
万
円
）し
ま
す
。

耐
震
診
断
を
受
け
て
我
が
家
の
耐
震
性

を
確
認
し
、耐
震
改
修
工
事
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
す
る
等
必
要
な
備
え
を
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。な
お
、予
算

額
は
、そ
れ
ぞ
れ
診
断
４9
件
・
改
修
８
件
・

シ
ェ
ル
タ
ー
６
件
で
す
。詳
し
く
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

便
乗
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

耐
震
診
断
や
地
震
対
策
に
関
連
し
た
便

乗
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
が
行
う
耐
震
診
断
は
、ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
申
し
込
み
が
な
け
れ
ば
、耐
震

診
断
員
が
訪
問
し
た
り
電
話
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
都
市
計
画
課

　

☎
４
４
１・７
１
１
２　

　

℻
４
４
１・８
３
８
７　

そ
の
他

■

第
８
回
あ
ま
つ
り
の
中
止
に
つ
い
て

８
月
15
日
（土）
に
七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
に
て
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た「
第
８
回
あ
ま
つ
り
」は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
中
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交
通
安
全

■

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

７
月
１１
日
（土）
～
２０
日
（月）
ま
で
の
１０
日
間

　　
運
動
重
点

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

○
運
転
モ
ラ
ル
の
遵
守

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を

徹
底

問
合
先　
安
全
安
心
課

　

☎
４
４
４・０
８
６
２　

　

℻
４
４
１・８
３
３
０　

県
内
一
斉
交
通
大
監
視

７
月
１５
日
（水）　
午
前
７
時
～
９
時
の
間

平
和
の
署
名
へ
の
記
帳
に
ご
協
力
を

「
平
和
の
署
名
」の
記
帳
コ
ー
ナ
ー

を
市
内
の
各
施
設
に
設
置
し
ま
す
。

記
帳
し
て
い
た
だ
い
た
署
名
は
、広

島
市
の
平
和
記
念
資
料
館
へ
送
ら
れ

ま
す
。

期
間

　
７
月
１
日
（水）
～
31
日
（金）

※
各
施
設
の
休
館
日
を
除
く
。

場
所　
本
庁
舎
、甚
目
寺
庁
舎
、七
宝

公
民
館

問
合
先　
企
画
政
策
課

　

☎
４
４
４・１
７
１
２　

　

℻
４
４
４・０
９
８
２　

防
　
犯

あま市月別
窃盗犯発生状況（暫定値）

手　口
令和２年
4月中
認知件数

前月比

侵入盗
（空き巣など） 　３件 ±０件

乗物盗
（自動車盗など） 　６件 −２件
非侵入盗

（車上ねらいなど） １１件 −9件

計   ２０件 −１１件

令和２年中
交通事故死亡者数

地　域 死者数

愛知県 ５５人

津島警察署管内 ２人

あま市 ０人

令和２年４月末現在

名
称　
美
和
高
校
南
の
用
水
路
橋

場
所　
篠
田
五
反
田
、七
宝
町
安
松
七
丁
目

　
こ
の
用
水
路
橋
の
北
側
も
南
側
も
見

通
し
の
良
い
、広
い
道
路
で
、ス
ピ
ー
ド

を
出
す
自
動
車
が
多
い
。用
水
路
沿
い
の

脇
道
か
ら
こ
の
橋
に
合
流
す
る
場
合
、橋

の
欄
干（
ら
ん
か
ん
）や
水
路
の
フ
ェ
ン

ス
が
視
界
を
妨
げ
て
お
り
、対
向
車
が

見
え
づ
ら
い
。ま
ず
、ス
ピ
ー
ド
を
出
さ

な
い
こ
と
。そ
し
て
合
流
車
は
、慎
重
の

上
に
慎
重
を
期
し
た
安
全
確
認
が
必
要
。

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
・
あ
！
マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

　
　

 

問
合
先　
安
全
安
心
課

　

☎
４
４
４・０
８
６
２　

　

℻
４
４
１・８
３
３
０　

交通事故の起こりやすい場所～守って安全・知って安心～Vol.50
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お知らせ

お
知
ら
せ

■

早
期
教
育
相
談

県
教
育
委
員
会
で
は
、子
育
て
で
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
方
、お
子
さ
ん
に
障
が

い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、お
子
さ
ん
の

就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
に
、

早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
。

時　
8
月
27
日
（木）　
午
前
1０
時
～
午
後
4
時

所　
甚
目
寺
公
民
館

対　
乳
幼
児
期
か
ら
令
和
３
年
度
に
新
1

年
生
に
な
る
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

申　
7
月
17
日
（金）
ま
で
に
学
校
教
育
課（
本

庁
舎
）へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
学
校
教
育
課

　

☎
４
４
４・０
９
０
２　

　

℻
４
４
３・８
２
１
０　

■

夏
休
み
学
校
プ
ー
ル
開
放
事
業（
中
止
）

７
月
21
日
㈫
か
ら
８
月
４
日
㈫
に
七

宝
・
美
和
・
甚
目
寺
南
小
学
校
で
開
催
予

定
を
し
て
お
り
ま
し
た
夏
休
み
学
校
プ
ー

ル
開
放
事
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
４
４
１･

５
０
０
１　

　

℻
４
４
２・５
１
７
７　

■

市
民
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い（
中
止
）

７
月
2６
日
㈰　
午
前
８
時
か
ら
七
宝
北

中
学
校
運
動
場
で
開
催
予
定
を
し
て
お
り

ま
し
た
市
民
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
課

　

☎
４
４
１･

５
０
０
１　

　

℻
４
４
２・５
１
７
７　

■

盆
踊
り
講
習
会（
中
止
）

7
月
1８
日
（土）　
午
前
1０
時
か
ら
七
宝
公

民
館
講
堂
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
盆
踊
り
講
習
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

管　
七
宝
民
踊
ク
ラ
ブ

・
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
、自
衛
官
候
補

生　
1８
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

・
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）　

高
卒
者

（
見
込
含
）1８
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
医
学
科
・
看

護
学
科
）　

高
卒
者（
見
込
含
）1８
歳
以

上
21
歳
未
満
の
方

申・
航
空
学
生
、第
２
回
一
般
曹
候
補
生

　
７
月
１
日
（水）
～
９
月
1０
日
（木）

・
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

　
７
月
１
日
（水）
～
1０
月
22
日
（木）

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
医
学
科
）

　
７
月
１
日
（水）
～
1０
月
７
日
（水）

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
看
護
学
科
）

　
７
月
１
日
（水）
～
1０
月
１
日
（木）

・
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
受
付

問　
自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

　
一
宮
地
域
事
務
所

　
一
宮
市
大
江
２
の
１
の
1８　
ワ
キ
タ
ビ

ル
２
階

　

☎
０
５
８
６・７
３・７
５
２
２　

■

戦
没
者
遺
児
の
皆
様
へ

日
本
遺
族
会
は
、令
和
２
年
度
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
で
の
慰

問　
七
宝
公
民
館　

　

☎
４
４
４・２
５
１
１　

　

℻
４
４
４・２
５
１
２　

■

青
少
年
の
非
行・
被
害
防
止
に
取
り
組

む
県
民
運
動（
夏
期
）

ス
ロ
ー
ガ
ン　
非
行
の
芽　
は
や
め
に
つ

も
う　
み
な
我
が
子

時　
７
月
１
日
（水）
～
８
月
31
日
（月）

催　
愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
、

あ
ま
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
協
議
会

問　
甚
目
寺
公
民
館

　

☎
４
４
４・１
６
２
１　

　

℻
４
４
３・９
７
７
８　

■

自
衛
官
等
募
集
案
内

次
の
と
お
り
自
衛
官
募
集
が
行
わ
れ
ま

す
。ご

希
望
の
方
は
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
項
目

・
航
空
学
生（
航
空
、海
上
）

・
第
２
回
一
般
曹
候
補
生

・
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
医
学
科
・
看

護
学
科
）

・
自
衛
官
候
補
生

資
格

・
航
空
学
生　

高
卒（
見
込
含
）1８
歳
以

上
23
歳
未
満
の
方（
航
空
は
21
歳
未
満

の
方
）

お
知
ら
せ

ー 省略文字の見方 ー
時  …日時
対  …対象
内  …内容
￥  …費用
催  …主催
管  …主管
他  …その他
問  …問合先

所  …場所
定  …定員
師  …講師
持  …持ち物
共  …共催
援  …後援
申  …申込
Web…ウェブサイト



17 令和2年7月号

お知らせ
霊
追
悼
や
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
は
参
加
費
と
し
て
1０
万
円
で
す
。

　
　
　
　
　

広
域
地
域

　

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
③
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
④
パ
ラ

オ
諸
島
⑤
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑥
フ
ィ
リ
ピ

ン（
１
次
）⑦
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑧
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
タ
イ
⑨
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア 

⑩
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
⑪
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡
⑫
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
⑬
フ
ィ
リ
ピ

ン（
２
次
）⑭
中
国

特
定
地
域

　
①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
③
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
地
域
ご
と
に
申
込
締
切
日
が
有
り
ま
す
。

申 ・
問 

愛
知
県
遺
族
連
合
会

　

☎
２
３
１・６
５
０
４　

催
　
し

■

憩
の
家
事
業

各
憩
の
家
は
、７
月
よ
り
開
館
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
が
、記
載
の
行
事
に
つ
き

ま
し
て
は
中
止
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ご
来
館
さ
れ
る
際
は
、マ
ス
ク
の
着
用

の
お
願
い
及
び
入
館
の
人
数
制
限
を
さ
せ

実
施
地
域

て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、来
館
さ
れ
る

方
の
体
調
等
を
伺
う
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
風
呂
・
カ
ラ
オ
ケ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７
月
15
日
（水）
よ
り
再
開
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。な
お
、「
３
つ
の
密
」を
防
ぐ
た
め

人
数
及
び
利
用
時
間
の
制
限
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
館
の
職
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　

●
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
お
楽
し
み
会

　

時 
７
月
２
日
（木）

　
　
午
後
１
時
3０
分
～
２
時
3０
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

　

時 

７
月
17
日
（金）

　
　
午
前
1０
時
～
11
時
3０
分

　

定 

3０
人（
先
着
順
）

　

申 

７
月
6
日
（月）　

午
前
1０
時
か
ら
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ
プ

　

時 

8
月
６
日
（木）

　
　
午
後
１
時
3０
分
～
２
時
3０
分

　

定 

15
人（
先
着
順
）

　

申 

７
月
2０
日
（月）　

午
前
1０
時
か
ら
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家

　

☎
４
４
５・１
３
６
７　

　

℻
４
４
５・０
３
４
６　

森
憩
の
家

　

☎
４
４
２・０
０
８
３　

　

℻
４
４
２・３
０
６
８　

参
加
者
募
集

■

生
き
生
き
は
つ
ら
つ
健
康
サ
ロ
ン（
甚
目
寺
）

脳
ト
レ
な
ど
楽
し
く
口
・
頭
・
身
体
を

動
か
し
ま
す
。

時　
8
月
2０
日
㈭
、9
月
3
日
㈭
、1０
月
1

日
㈭
、11
月
19
日
㈭

　
午
後
1
時
3０
分
～
3
時
ま
で
の
全
４
回

所　
甚
目
寺
公
民
館　
２
階
教
養
室

対　
3０
歳
以
上
の
男
女　

定　
2０
人　
先
着
順

師　
玉
井　
文
恵

￥　
１
回
３
０
０
円（
ク
ラ
ブ
発
行
の
１
冊

１
，５
０
０
円（
５
枚
綴
り
）の
チ
ケ
ッ
ト

を
使
用
）

※
非
会
員
は
初
回
の
み
保
険
料
と
し
て
別
途

３
０
０
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
集
め
ま
す

持　
飲
み
物
、シ
ュ
ー
ズ
、動
き
や
す
い
服
装

申　
7
月
8
日
（水）
午
前
1０
時
か
ら
随
時
。電

話
、ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

問　
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
４
４
２・５
１
７
７　

　

℻
４
４
２・５
１
７
７　

　
　
　
　
　

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　

時 

７
月
15
日
（水）

　
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
3０
分

●
花
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

　

時 

７
月
17
日
（金）

　
　
午
後
１
時
～
２
時

　

定 

1０
人（
先
着
順
）

　

申 

７
月
1０
日
（金）　

午
前
９
時
3０
分
か

ら
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
ぬ
り
絵

　

時 

７
月
22
日
（水）

　
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
3０
分

問　
本
郷
憩
の
家

　

☎
４
４
３・１
７
５
３　

　

℻
４
４
３・９
９
９
２　

　
　
　
　
　

●
絵
手
紙
を
描
こ
う

　

時 

７
月
２
日
（木）

　
　
午
前
1０
時
～
11
時
3０
分

　

定 

2０
人（
先
着
順
）

●
あ
ま
ち
ゃ
ん
の
会
の
方
と
ゲ
ー
ム
を
楽

し
も
う

　

時 
７
月
13
日
（月）

　
　
午
後
１
時
3０
分
～
３
時

●
浮
世
絵
ぬ
り
絵
を
し
よ
う

　

時 

毎
日

　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

問　
新
居
屋
憩
の
家

本
郷
憩
の
家

新
居
屋
憩
の
家



18令和2年7月号

お知らせ
■

第
１５
回
愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

県
内
市
町
村
の
交
流
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
目
的
と
し
て
標
記
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。自
薦
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

時　
12
月
5
日
㈯

所　
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
内
特
設
コ
ー
ス

定　
2０
人

対　
９
月
１
日
現
在
、市
内
在
住
、ま
た
は

在
勤
の
方
。た
だ
し
、小
学
生
、中
学
生
、

高
校
生
は
、市
内
在
住
の
方
に
限
り
ま

す
。

●
監
督
・
コ
ー
チ

　

２
人（

男
女
不
問
、各
１
人）

●
選
手

・
小
学
生
４
人（

男
・
女
各
２
人）

・
中
学
生
４
人（

男
・
女
各
２
人）

・
ジ
ュ
ニ
ア（

平
成
1４
年
４
月
２
日
～
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方）

４
人（

男
・
女
各
２
人）

・
一
般（

平
成
1４
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方）

４
人（

男
・
女
各
２
人）

・
４０
歳
以
上（

昭
和
55
年
12
月
５
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方）

２
人（

男
女
不
問）

※
応
募
者
全
員
に
よ
る
選
考
会（

８
月
3０

日
（日）
・
９
月
５
日
（土）
予
定）

を
実
施
し

ま
す
。

※
各
区
間
の
距
離
等
の
詳
細
は
、後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
競
技
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

申　
７
月
１
日
㈬
～
31
日
（金）

※
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、保
護
者
の

申
込
み
に
限
り
ま
す
。

・
参
加
申
込
書
を
申
込
期
日
ま
で
に
ご
記

入
の
う
え
、七
宝
・
甚
目
寺
総
合
体
育
館
、

美
和
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

休
館
日（
体
育
館
は
月
曜
日
、美
和
公
民

館
は
木
曜
日
）は
除
き
ま
す
。

他・
合
同
練
習
を
８
回
程
度（

詳
細
未
定）

と
現
地
視
察
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
選
手
は
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

・
大
会
当
日
は
、東
海
テ
レ
ビ
に
よ
る
放

映
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

催　
愛
知
駅
伝
実
行
委
員
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

　

☎
４
４
１･

５
０
０
１　

　

℻
４
４
２・５
１
７
７　

　
甚
目
寺
総
合
体
育
館

　

☎
４
４
３･

８
１
５
１　

　

℻
４
４
３・９
７
７
７　

～市民活動センター主催イベントのお知らせ～
「まちづくりサロン」開催します

昨年度に引き続き、今年度も開催します。
このサロンでは参加者みんなが「まちづくり
サポーター」。情報収集や意見交換を行いな
がら、一緒にまちをつくっていきませんか？
〈第7回まちづくりサロン〉
日　時　７月１9日（日）午前１０時～正午
場　所　市民活動センター
参加費　 無料　どなたでも参加

できます
申　込　 電話、またはメールでお申し込みく

ださい
info@ama-shiminkatsudo.jp
問合先　市民活動センター ☎４４５・１9００

あま市市民活動センター

あま terrace 便り
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お知らせ
■

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画

「
ガ
ラ
ス
胎
七
宝
」

特
殊
な
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
、夏
に
大
活

躍
の
涼
し
げ
な
七
宝
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
す
。

時　
７
月
15
日
（水）
・
1６
日
（木）
・
19
日
（日）
・
21

日
（火）
・
22
日
（水）
の
い
ず
れ
か
１
日

　
午
前
９
時
3０
分
～
11
時
3０
分

※
特
殊
な
材
料
を
使
用
す
る
た
め
、作
品

の
お
渡
し
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

所　
交
流
工
房

定　
４０
人（
先
着
順
）

￥　
３
，５
０
０
円

申　
７
月
1
日
（水）
か
ら
窓
口
も
し
く
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

■

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画

「
花
火
の
ブ
ロ
ー
チ
」

時　
７
月
2４
日（

金
・
祝）

・
25
日
（土）
・
８
月

６
日
（木）
・
７
日
（金）
・
８
日
（土）
の
い
ず
れ

か
一
日　
午
前
９
時
3０
分
～
11
時
3０
分

所　
交
流
工
房

定　
４０
名（
先
着
順
）

￥　
２
，０
０
０
円

申　
７
月
１
日
（水）
か
ら
窓
口
も
し
く
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

■

企
画
展「
ギ
モ
ン
解
決
！　
七
宝
焼
あ

れ
こ
れ　
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」

七
宝
焼
の
釉
薬
の
作
り
方
は
？
釉
薬
が

改
良
さ
れ
る
前
と
後
、ど
ん
な
違
い
が
あ

る
の
？
な
ど
。イ
ロ
イ
ロ
な
観
点
か
ら
ビ

フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
を
比
べ
る
こ
と
で
、七

宝
焼
に
つ
い
て
詳
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

時　
７
月
23
日（
木
・
祝
）～
９
月
６
日
（日）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入
館
は
午
後

４
時
3０
分
ま
で
）

所　
企
画
展
示
室

￥　
大
人
３
１
０
円

　

  

小
中
学
生
１
０
０
円

持　
筆
記
用
具
、七
宝
焼
デ
ザ
イ
ン
案
、水
筒

申　
７
月
1
日
（水）
か
ら
窓
口
も
し
く
は
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

■

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
館
内
に
設
置
さ
れ

た
ス
タ
ン
プ
を
指
示
に
従
っ
て
集
め
よ
う
。

参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

時　
７
月
の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　
午
前
1０
時
～
午
後
４
時

対　
小
中
学
生

￥　
１
０
０
円

申　
当
日
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

■

伝
統
文
化
映
画
会「
み
ち
の
く
の
鬼
た

ち
‐
鬼
剣
舞
の
里
」

岩
手
県
北
上
川
流
域
に
広
く
分
布
す

る
鬼
剣
舞
。衣
川
村
の
川
西
念
仏
剣
舞
と

岩
崎
地
区
の
鬼
剣
舞
を
記
録
し
た
作
品
。

（
上
映
時
間
3６
分
）

時　
７
月
4
日
（土）
・
5
日
（日）

　
午
前
11
時
～
、午
後
２
時
～

所　
交
流
工
房

定　
各
回
2０
人（
先
着
順
）

￥　
無
料

■

め
ざ
せ
！
七
宝
焼
マ
ス
タ
ー

七
宝
焼
っ
て「
何
で
で
き
て
い
る
の
？
」

「
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
」「
い
つ
か
ら
あ

る
の
？
」と
い
う
疑
問
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
、七
宝
焼
に
つ
い
て
イ
ロ
イ
ロ
勉
強
し

よ
う
。も
ち
ろ
ん
七
宝
焼
き
作
り
も
楽
し

め
ま
す
よ
。み
ん
な「
七
宝
焼
マ
ス
タ
ー
」

に
な
ろ
う
！

時　
8
月
8
日
（土）

　
午
後
１
時
3０
分
～
４
時
3０
分

対　
小
学
校
４
～
６
年
生

時　
８
月
９
日
（日）

　
午
前
9
時
～
正
午

対　
小
学
校
１
～
３
年
生

　
　
　
　
　

所　
交
流
工
房　
他

定　
15
人（
先
着
順
）

￥　
１
，０
０
０
円

共
通
項
目

あま地産地消ふれあい軽トラ市
七宝焼アートヴィレッジ敷

地内において、市近郊で生産さ
れた野菜などを生産者が販売
する軽トラ市を開催していま
す。天候や販売状況等により終了時間が早くな
ることもあります。
日時　毎週日曜日　午前７時３０分～１０時３０分

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴィ
レッ
ジ
だ
よ
り

◆
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
今
月
の
休
館
日　
６
日
（月）・13
日
（月）・20
日
（月）・27
日
（月）

◆
問
合
先　

☎
４
４
３・７
５
８
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
４
３・７
１
２
２
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春の叙勲に輝く
永年にわたり、地方自治の発展に貢献されました𠮷

よし

川
かわ

 景
かげ　お

男様が令
和２年春叙勲において『旭日小綬章』を受章され、市長から伝達が行わ
れました。

𠮷川氏は、平成3年5月から平成３１年4月まで、通算２８年にわた
り旧甚目寺町議会議員並びにあま市議会議員として尽力され、受章の
運びとなりました。

株式会社𠮷光様からの寄附のお礼
株式会社𠮷光様から、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止対策に役立てていた
だきたいとマスク５,０００枚のご寄附があ
りました。

ここにお礼を申し上げますとともに、
有効に活用させていただきます。

株式会社ワコウ様からの寄附のお礼
株式会社ワコウ様から、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に

役立てていただきたいと、医療用ガウンとして活用できる高性能防汚
素材の「クリーンコート」等５３４枚、抗ウイルス対応の布マスク１,０００
枚のご寄附がありました。

ここにお礼を申し上げますとともに、有効に活用させていただきま
す。

あま市 
「みんなの掲示板」
～皆さんの活動情報をお知らせください～

9 月号締め切り　７月６日（月）まで
１０月号締め切り　８月６日（木）まで

問  企画政策課　☎  ４４４・１７１２

【会員募集】全日本空手道�
連盟和道会　七宝支部

和道流空手を子供から大人までと、
幅広く楽しく稽古をしています。ぜ
ひご見学や無料体験をしてみません
か。各イベント等も行っています。
時  毎週木曜日　午後６時３０分～
　毎週土曜日　午後５時３０分～
所  七宝総合体育館・七宝公民館
￥  月３，０００円　家族割引あり
問   全日本空手道連盟和道会七宝支部

　桑
くわ　ばら

原
☎０８０・３６４４・０７５１

【会員募集】ハワイアンキルトの会
ハワイアンキルトの色鮮やかな作
品をつくってみませんか。初心者大
歓迎です。いつでも見学できますの
で見に来てください。
時  第３金曜日
　午前１０時～午後３時
所  甚目寺公民館
￥  月１，０００円
問  ハワイアンキルトの会　伊

い

藤
とう

☎０9０・１７５０・００８８
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海部ライオンズクラブ様からの寄附のお礼
海部ライオンズクラブ様から、新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策に役立てていただきたいとマスク４,５００枚のご寄附がありまし
た。

ここにお礼を申し上げますとともに、有効に活用させていただきま
す。

株式会社有吉商店様からの寄附のお礼
株式会社有吉商店様から、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止対策に役立てて
いただきたいとマスク５,０００枚のご寄附
がありました。

ここにお礼を申し上げますとともに、
有効に活用させていただきます。

株式会社義津屋様からの寄附のお礼
株式会社義津屋様から、市内小中学校の新型コロナウィルス感染症

拡大防止対策に役立てていただきたいと消毒液のご寄附がありまし
た。

ここにお礼を申し上げますとともに、学校給食センターにて有効に
活用させていただきます。
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7

美和図書館
会館時間　４月～８月　午前９時～午後６時
　　　　　９月～３月　午前９時～午後５時
休館日　　�月曜日（祝日は開館）�

問合先　美和図書館　�☎449・1070　�
℻443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間　　午前９時～午後５時
休館日　　　月曜日
雑誌の譲与　９（木）・２3日（木・祝）　午前９時～

問合先　甚目寺公民館　�☎444・16２1　�
℻443・9778

詳しくは図書館までお問い合わせください。

☆特別展示　「世界のアトムコレクション」
先月に引き続き、アトムコレクションの展示を延長して行います。
期　間　5月1２日（火）～未定
☆ワークショップ　『一日図書館員』　
日　時　７月２９日（水）、３０日（木）午前９時15分～11時３０分
対　象　市内小学４年生から中学３年生まで　　各日定員　各６人　※中止となりました。
☆映画上映会　
日　時　７月２３日（木・祝）　場　所　多目的ホールABC

『おしりたんてい5』午前９時３０分～　『天使のいる図書館』午後1時～　※中止となりました。
☆読書ラリー　
期　間　７月1日（水）～８月３０日（日）
対　象　小中高生　※中止となりました。
☆学習室の開設

新型コロナウィルス感染症拡大防止のため開設いたしません。

場所 日時 問合先
七宝公民館

読書室
新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止
七宝公民館
☎４４４・2511
℻４４４・2512

甚目寺公民館 
児童室

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

甚目寺公民館
☎４４４・1６21
℻４４3・977８

美和歴史民俗
資料館研修室

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

美和公民館
☎４４2・22６1
℻４４６・００7０

　パソコンの使い方でお悩みの方、ボランティア
相談員がやさしく丁寧に教えます。お気軽にお越
しください。パソコンの持ち込み相談もできます。

場所 日時 問合先

七宝公民館
和室

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

七宝公民館
☎４４４・2511
℻４４４・2512

甚目寺公民館 
談話室

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

甚目寺公民館
☎４４４・1６21
℻４４3・977８

　子育て中の親子が気軽に集える場です。お弁当やお
やつを持って遊びに来てください。

七宝公民館読書室
開室時間　午前９時～午後５時
休館日　　月曜日
貸出日時　�毎週金曜日　午前９時～午後５時�

第３日曜日　午後１時～５時
問合先　七宝公民館　�☎444・２511　�

℻444・２51２

『戦場の秘密図書館』
マイク・トムソン/作�
小国綾子/訳　文溪堂

行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

もこもこの
おはなし会

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

おはなし
コーナー

乳児・
幼児

絵本とわらべうた
を親子で楽しみま
す

読書会 新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 会議室 一般 フリートーク

子どもの本の会 新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 会議室 一般 「和

わ
歌
か

山
やま

静
しず

子
こ

」につ
いて

グー・チョキ・パーの
おはなし会

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

おはなし
コーナー

幼児・
児童

グー・チョキ・パー
のメンバーによる
楽しいおはなし会

語りの会
おはなしペロリ

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 会議室 一般 ストーリーテーリ

ングの練習

行事名 日時 場所 対象 内容

甚目寺公民館図書室

もこもこの
おはなし会

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 教養室 乳児・

幼児
絵本とわらべうた
を親子で楽しみま
す。

この本だいすきの会の
よみきかせ

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 図書室 幼児・

児童

おどうぐばこの
かみしばい

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止 図書室 幼児・

児童

七宝公民館読書室

もこもこの
おはなし会

新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため中止

和室
(子育てサ
ロン内)

乳児・
幼児

絵本とわらべうた
を親子で楽しみま
す。

　シリア内戦下、都市ダラヤは空爆と兵糧攻
めとで、都市に残った若者は心身ともに疲弊
してゆく。そんな極限状態で、若者たちは敵
に見つからないよう、町中から命がけで本を
少しずつ運び、地下に秘密の図書館を作りま
した。厳しい現実の中で、本を読むことでひ
と時の安らぎを感じ、‘知りたいʼという乾い
た心に、本は雨のようにしみていったのでは
ないでしょうか。比較はできませんが、本が
心の糧となることは、図書館が長く休館とな
ってしまった私達にも実感できることです。
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七宝子育て支援センター

甚目寺子育て支援センター

美和子育て支援センター
場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　午前9時３０分～正午、午後1時～３時３０分
　　　　※祝日はお休みします。
行　事　〔　〕内は、各行事の対象者
●ＴＯ³クラブ〔市内在住の満１歳以上の親子〕登録制　　　
　7月１７日（金）　萱津保育園　午前１０時～１１時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕

7月1日（水）　
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます
●音楽あそび〔乳幼児をもつ親子〕

7月２日（木）　
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕

7月9日（木）　
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕

7月１５日（水）　
●にこにこ広場〔乳幼児をもつ親子〕

7月２２日（水）　
誕生会やいろいろな遊びを楽しみます
問合先　美和子育て支援センター　☎・℻４４４・７７７８

問合先　七宝子育て支援センター　☎・℻４４２・２４２０

問合先　甚目寺子育て支援センター　☎・℻４４４・６６６３

市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として
「子育て支援センター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

開所日時及び行事時間等につきましては、各施設にお問い合わせください。

子育ての迷いや不安を相談してみませんか？子育て
支援センターでは専任の保育士が自由来所や各種広
場、サークル支援を行っています。安心して子どもが遊
べるように子どもに適した環境で皆さんのご利用をお
待ちしています。お気軽に遊びに来てください。子育て
情報もたくさん用意しています。

つどいの広場は主に乳幼児をもつ親子
が気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で
語り合い、交流を図る場です。専任の子育
てアドバイザーが子育てに対する疑問、不安等相談に応
じます。あそびにきてね！

《子育て支援センター事業》

《つどいの広場事業》

場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　午前9時３０分～正午、午後1時～3時３０分
　　　　※祝日はお休みします。
行　事　〔　〕内は、各行事の対象者
●ＴＯ³クラブ〔市内在住の満１歳以上の親子〕登録制

7月9日（木）　新居屋保育園
●ＴＯ³クラブ〔市内在住の満１歳以上の親子〕登録制

7月１６日（木）　七宝北部保育園
●ほんわか広場〔乳幼児をもつ親子〕

7月3日（金）　
毎月誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。

●お話会〔乳幼児をもつ親子〕
7月１０日（金）　
●看護師による講話〔乳幼児をもつ親子〕

7月２１日（火）　午前１０時３０分～
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕

7月２８日（火）　
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕

7月３１日（金）
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます

場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　午前9時～正午、午後１時～3時
　　　　※祝日はお休みします。
行　事　〔　〕内は、各行事の対象者
●ＴＯ³クラブ〔市内在住の満１歳以上の親子〕登録制　　

7月１３日（月）　昭和保育園　午前１０時～１１時
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕

7月6日（月）　
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
●絵本の読み聞かせ〔乳幼児をもつ親子〕

7月１４日（火）　
●音楽あそび〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕

7月２０日（月）要申込　
●わくわく広場〔乳幼児をもつ親子〕

7月２７日（月）　
誕生会やいろいろな遊びを楽しみます

●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕
7月３１日（金）　

美和つどいの広場
場　所　美和児童館　２階
日　時　毎週火・水・木・金曜日
　　　　午前9時３０分～正午、午後1時～３時３０分
　　　　※祝日はお休みします。
行　事　〔　〕内は、各行事の対象者
●にこにこベビーデー〔満１歳までのお子さんが優先の日〕

7月２・9・１６・３０日（木）　
●わらべうたあそび〔乳幼児をもつ親子〕

7月7日（火）　
●お話会〔乳幼児をもつ親子〕

7月9日（木）　
●ふれあい広場〔市内在住の乳幼児をもつ親子〕

7月１４日（火）　
誕生会やいろいろな遊びを親子で楽しみます。
要申込　美和つどいの広場にご確認ください。

問合先　美和つどいの広場　☎４４２・３５１５
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☎４４２・２５５０

七宝児童館

☎４４３・５４５４

美和児童館

☎４４２・８０３６

甚目寺中央児童館

☎４４３・１７５３

甚目寺南児童館

開館時間 午前9時～午後5時 
休 館 日 日曜日・祝日 

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
～
未
就
学
児
親
子
〕

「
工
作
あ
そ
び
」（
七
夕
会
）

　
７
月
２
日
（木）

午
前
1０
時
3０
分
～

要
申
込　
６
月
25
日
（木）
～（
定
員
3０
人
）

　
※「
工
作
の
み
」満
１
歳
～
未
就
学
児
親
子

「
音
楽
あ
そ
び
」と
誕
生
会

　
７
月
９
日
（木）　
午
前
1０
時
3０
分
～

「
読
み
聞
か
せ
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
シ
ア
タ
ー

　
７
月
1６
日
（木）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
水
あ
そ
び（
雨
天
風
船
あ
そ
び
）」

　
７
月
８
日
（水）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
ど
う
ぶ
つ
チ
ョ
ロ
Ｑ〔
満
３
歳
～
未
就
学
児
親
子・小
学
生
〕

７
月
４
日
（土）　
午
前
1０
時
～
、午
後
２
時
～

７
月
６
日
（月）　
午
後
３
時
～

要
申
込　
６
月
29
日
（月）
～（
定
員
35
人
）

●
風
船
爆
弾
ゲ
ー
ム〔
小
学
生
〕

７
月
2０
日
（月）　
午
後
３
時
～ 

●
ぶ
っ
く
っ
く
。読
み
聞
か
せ〔
乳
幼
児
親
子
〕

７
月
13
日
（月）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｄ
ａ
ｙ
〔
小
学
生
〕

毎
週
火
曜
日　
午
後
３
時
3０
分
～

●
ぬ
り
え
を
し
よ
う〔
満
３
歳
～
未
就
学
児
親
子
・
小
学
生
〕

行
事
の
な
い
日
に
で
き
ま
す
。

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
～
未
就
学
児
親
子
〕

「
た
の
し
く
リ
ズ
ム
♪
」（
音
楽
）

　
７
月
２
日
（木） 

「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
☆
」（
工
作
）

　
７
月
9
日
（木） 

（
先
着
15
人
）

「
み
ん
な
げ
ん
き
っ
こ
！
」（
運
動
）

　
７
月
1６
日
（木）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
水
あ
そ
び
」７
月
７
日
（火）　
午
前
1０
時
3０
分
～

　
※
雨
天
時「
風
船
で
あ
そ
ぼ
う
」

●
将
棋
の
日〔
満
４
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
・
小
学
生
〕

７
月
1８
日
（土）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
風
船
を
使
っ
て
遊
ぼ
う〔
小
学
生
〕

（
各
定
員
1８
人
）

７
月
1６
日
（木）　
午
後
４
時
～

７
月
2０
日
（月）　
午
後
４
時
～

要
申
込　
６
月
15
日
（月）
～　
　
　
　
　

●
水
遊
び
解
放
日〔
０
歳
～
未
就
学
児
親
子
〕　　

７
月
2０
日
（月）
～
８
月
６
日
（木）

毎
週
月
・
火・
木
曜
日（
雨
天
中
止
）

午
前
1０
時
～
11
時

●
夏
休
み
将
棋
ク
ラ
ブ〔
満
４
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
・
小

学
生
〕

８
月
19
日
（水）　
午
前
1０
時
3０
分
～　
　
　

要
申
込　
７
月
８
日
（水）
～

●
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
を
し
よ
う〔
満
５
歳
か
ら
未
就
学
児
親

子
・
小
学
生
〕

毎
週
木
・
土
曜
日　
午
後
４
時
～

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
〕

「
音
楽
あ
そ
び
」

　
７
月
２
日
（木） 　
午
前
1０
時
3０
分
～

「
運
動
あ
そ
び
」

　
７
月
9
日
（木） 　
午
前
1０
時
3０
分
～

「
工
作
あ
そ
び
」と
誕
生
会

　
７
月
1６
日
（木） 　
午
前
1０
時
3０
分
～

　
※
工
作
あ
そ
び
の
み
先
着
3０
人

●
み
ん
な
で
一
緒
に
か
ざ
ろ
う〔
小
学
生
〕

７
月
２
日
（木）　
午
後
３
時
3０
分
～

８
月
４
日
（火）　
午
後
２
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う
」

　
７
月
７
日
（火）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
プ
ラ
パ
ン
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
ろ
う〔
小
学
生
〕

７
月
７
日
（火）・
9
日
（木）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
お
は
な
し
き
こ
う
よ〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
・
小
学

生
〕７

月
2８
日
（火）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
中
央
児
童
館
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
！〔
小
学
生
〕

７
月
3０
日
（木）　
午
後
２
時
3０
分
～

●
児
童
館
ま
つ
り〔
２
歳
～
未
就
学
児
親
子
・
小
学
生
〕

８
月
１
日
（土）　
午
前
1０
時
～ 

正
午

要
申
込　
７
月
1８
日
（土）　
午
前
1０
時
～

（
定
員
１
１
０
人
）

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
〕

「
工
作
あ
そ
び
」

　
７
月
６
日
（月）　
午
前
1０
時
3０
分
～

　
※
工
作
あ
そ
び
の
み
先
着
15
人

「
ち
び
っ
こ
夏
ま
つ
り
」

　
７
月
13
日
（月）　
午
前
1０
時
3０
分
～

　
（
先
着
5０
人
）

●
み
ん
な
で
作
ろ
う

７
月
６
日
（月）・

９
日
（木）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
プ
ー
ル
あ
そ
び
」

　
７
月
17
日
（金）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
絵
本
と
と
も
だ
ち〔
小
学
生
〕

７
月
17
日
（金）　
午
後
３
時
４5
分
～

●
ふ
れ
あ
い
工
作〔
小
学
生
・
お
年
寄
り
〕

７
月
1８
日
（土）　
午
前
1０
時
４０
分
～

●
児
童
館
ま
つ
り〔
２
歳
～
未
就
学
児
親
子
・
小
学
生
〕

７
月
25
日
（土）　
午
前
1０
時
～
正
午

要
申
込　
７
月
４
日
（土）（
定
員
１
０
０
人
）

●
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ぼ
う〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
〕

毎
週
木
曜
日　
午
前
中

（
児
童
館
の
都
合
上
お
休
み
の
場
合
が
あ
り
ま

す
）

児童館の利用について� ※〔　〕内は、各行事の対象者
　児童館は、市内在住の児童やその保護者が自由に利用でき、児童に健全な遊びを提供し、その心身の健康を増進することを目的とした児童福祉施設で
す。皆が集まる場所のため、他人への迷惑や危険な行為などはしないようにし、安全で安心な場所として過ごしていただけるようご協力をお願いします。
　各児童館は、7月より開館を予定しておりますが、記載の行事につきましては中止となりますことを、ご了承ください。ご来館される際は、マスクの着用の
お願い及び入館の人数制限をさせていただきます。また、ご来館される方の体調等を伺う場合もございますので、ご協力くださいますようお願いいたします。



25 令和2年7月号

☎４４５・１３６７

甚目寺北児童館

☎４４２・００８３

甚目寺西児童館

市町村 名称 開催日時 場所 料金 問合先 電話番号

弥富市

ストーンペインティング
教室①

７ 月1８日（土）　午後１時3０分～ ４時　      
（事前申込 ６月21日（日）～　定員2０人）

弥富野鳥園 
２階会議室 無料 弥富野鳥園 ０5６7

６８・233８
ストーンペインティング

教室②
７ 月19日（日）　午後１時3０分～ ４時 

（事前申込 ６月21日（日）～　定員2０人）

親子野鳥絵画教室
～初級編～

８月２日（日）　午後１時3０分～ ４時 
（事前申込 ７ 月５日（日）～　定員1０組）

金魚まつり ７ 月４日（土）・５日（日）
受付：午前1０時3０分～午後 ３時

海南こどもの国 
ジャブジャブ池・舗

装広場
2００円

海南こどもの国 ０5６7
52・1515プールチャレンジ ５

７ 月1８日（土）～８月31日（月）
（７ 月2０日（月）は休み）

受付：午前1０時3０分～午後 ３時
海南こどもの国 

プール

プール入場
料（大人４5０
円、中学生以

下2００円）

みんなであそぼう
～プールでゲーム～

７ 月19・2６日（日）・８月２日（日）
受付：午前1０時3０分～午後 ３時

海南こどもの国 
プール

無料（別途
プール入場

料必要）

※開催時間、休館日、事業の詳細な内容は、問合先にお尋ねください。

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
〕

「
読
み
聞
か
せ
」

　
７
月
２
日
（木）　

 

午
前
1０
時
3０
分
～

「
工
作
あ
そ
び
」

　
７
月
９
日
（木）　

 

午
前
1０
時
3０
分
～

　
※
工
作
あ
そ
び
の
み
先
着
15
人

「
運
動
あ
そ
び
」と
誕
生
会

　
７
月
1６
日
（木）　

 

午
前
1０
時
3０
分
～

●
フ
ラ
フ
ー
プ
を
し
よ
う〔
小
学
生
〕

７
月
２
日
（木）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
み
ん
な
で
楽
し
も
う〔
小
学
生
〕

「
紙
ひ
こ
う
き
飛
ば
し
」

　
７
月
９
日
（木）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
み
ん
な
で
飾
ろ
う〔
小
学
生
〕

７
月
13
日
㈪
・
1４
日
（火）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
ス
タ
ン
ピ
ン
グ
」

　
７
月
1４
日
（火）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り〔
小
学
生
〕

７
月
3０
日
（木）・
31
日
（金）　
午
後
３
時
3０
分
～

　

●
ち
び
っ
こ
あ
つ
ま
れ〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
〕

「
運
動
あ
そ
び
」

　
７
月
１
日
（水）　
午
前
1０
時
3０
分
～

「
音
楽
あ
そ
び
」

　
７
月
８
日
（水）　
午
前
1０
時
3０
分
～

「
工
作
あ
そ
び
」と
誕
生
日
会

　
７
月
15
日
（水）　
午
前
1０
時
3０
分
～

　
※
工
作
あ
そ
び
の
み
先
着
15
人

●
お
は
な
し
な
あ
に〔
０
歳
か
ら
未
就
学
児
親
子
・
小
学
生
〕

７
月
１
日
（水）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
コ
ア
ラ
教
室〔
２
歳
児
親
子
〕登
録
制

「
魚
す
く
い
」

　
７
月
６
日
（月）　
午
前
1０
時
3０
分
～

●
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
よ
う〔
小
学
１
年
生
～
４
年
生
〕

７
月
８
日
（水）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
め
い
ろ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ〔
小
学
生
〕

７
月
15
日
（水）　
午
後
３
時
3０
分
～

●
ふ
れ
あ
い
工
作「
ぬ
り
え
を
し
よ
う
」〔
小
学
生
・
お
年

寄
り
〕

（
定
員
35
人
）

７
月
25
日
（土）　
午
後
２
時
～



26令和2年7月号

昭和37年4月２日～昭和54年4月1日生まれの男性の方へ

風しんの抗体検査を受けましたか？
３月末に昭和３７年４月２日～昭和４７年４月１日生まれまでの方に対し「風しんにおける抗体検査

券および予防接種」クーポン券を送付しました。また、昭和４７年４月２日～昭和５４年４月１日生ま

れまでの方には、有効期限の延長についてのお知らせをしています。まだ、抗体検査を受けられて

いない方は早めに受けましょう。

◎流れ

抗体検査（クーポン券、本人確認書類が必要です）

抗体検査の結果が届きます
（医療機関に結果を取りに行くこともあります）

抗体なし 抗体あり

　　　　　　・風しんの抗体がありません。　　　　　　　・風しんの抗体があります。

　　　　　　・風しんにかかるリスクがあります。　　　　・予防接種の必要はありません。

予防接種を受けましょう
（クーポン券、本人確認書類、抗体検査結果通知が必要です）

★予防接種は、本事業に参加している全国の医療機関等で受けられます。

◎抗体検査・予防接種費用
　無料

問合先　甚目寺保健センター　☎４４３・０００５　FAX４４３・５４６１
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あま市民病院だより
フレイル予防体操

～外出自粛による身体機能の低下を防ごう～
フレイルとは

最近、あちこちで耳にするようになっ
た「フレイル」という言葉の意味を皆さ
んはご存じでしょうか。

簡単に言うと、老化に伴う脆弱な心身
状態のことで、明らかな機能障害がない
にもかかわらず、要介護状態に陥りやす
い状態のことをいいます。しかし、フレ
イルは早い段階の対策により改善が見
込めるとされており、健常者も既にフレ
イルになってしまっている人も早期の
予防活動が重要とされています。

新型コロナの影響で自宅での自粛生活を送っている現状では、社会的な交流や外
出の自粛が求められているため、屋外での集団活動がなかなかできない日々が続い
ています。そんな今だからこそ、自宅内でもできる簡単な運動を毎日行い、身体の機
能の維持・改善に努めましょう。

泌尿器科　外来枠追加のお知らせ
５月１9日（火）より、毎週火曜日午前の泌尿器科外来診療枠が追加となりました。初診、紹介状の

ない患者様でも受診していただけます。

診療時間　　午前9時～１１時３０分（午前８時３０分～受付開始）

〒４9０・１１１１　あま市甚目寺畦田１番地
問合時間　午前８時３０分～午後５時

（土・日曜・祝日を除く）
☎４４４・００５０　FAX４４４・００６４
https://www.amahosp.jp/

◇◆あま市民病院Facebookのご紹介◇◆

あま市民病院の活動やお知らせなどを

Facebookでも発信していきます。

【あま市民病院公式Facebook】

https://www.facebook.com/amahosp/



7月の予定

28令和2年7月号

高齢者保健事業（65歳以上の方が対象です）

健康相談

七宝総合福祉センター ６ 日（月） 午後1時3０分～2時3０分

血圧測定・健康に関する相談美和総合福祉センターすみれの里 13日（月） 午前1０時～11時

本郷憩の家 21日（火） 午後1時3０分～2時3０分

はつらつ
クラブ

七宝保健センター 9 日（木） 午前1０時～11時3０分

健康チェック、軽い体操、
レクリエーション、栄養・口腔の話等
★の日は歯科医師による講話があります。

篠田防災コミュニティセンター 9 日（木）★
午後1時3０分～3時

美和保健センター 17日（金）★

甚目寺総合福祉会館 27日（月）
午前1０時～11時3０分

坂牧コミュニティ防災センター 17日（金）

上萱津コミュニティ防災センター 27日（月） 午後1時3０分～3時

筋力アップ
クラブ

七宝保健センター 9 日（木）
午後1時3０分～3時 ストレッチ、エアロビクス、体操等

体を動かすことを中心とした教室です美和保健センター 3０日（木）

甚目寺総合福祉会館 9 日（木） 午前1０時～11時3０分

※「筋力アップクラブ」か「はつらつクラブ」のどちらか一方のみの参加となります。ご自分の体に合った教室にご参加ください。

母子健康手帳はすべての事業に必要です。お住まいの地区の保健センターをご利用ください。都合により別会場を希望される場合は2
日前まで（土・日曜・祝日を除く）に甚目寺保健センターまでご連絡ください。

母子保健事業

子育て相談・
母乳相談

七宝保健センター 1 日（水）

午前9時3０分～
1０時3０分
※母乳相談は午前1０時まで

乳幼児をもつ希望者

身体計測・個別相談
（保健師、助産師、栄養士、歯科衛生士）
※ 甚目寺保健センターの歯科相談は火

曜日のみです。
※ 母乳相談ができるのは、1 人月 1 回です。
※ 母乳相談を受ける方は、タオルをご持

参ください。

美和保健センター 1０日（金）

甚目寺保健センター
2０日（月）

21日（火）

もぐもぐ
歯っぴぃ教室
要申込

美和保健センター 7 日（火）
午前9時４5分～1０時 令和元年1０月生

むし歯予防の話・歯の手入れの方法・
9 か月以降の離乳食の話・親子遊び
※ 定員2０人（定員となり次第、締め切ら

せていただきます。）甚目寺保健センター 29日（水）

【その他】●�母子健康手帳の交付…各保健センターで随時行っています。妊娠届出書・個人番号（マイナンバー）が分かる書類をお持ちく
ださい。

　　　　●�乳幼児健診（３～４か月・１歳６か月・2歳歯科・３歳）…健診日の約３週間前までに対象者あてにお知らせします。詳しい日時等は
別途お知らせをご覧ください。

成人保健事業

こころの相談室
要申込 甚目寺保健センター 13日（月） 午前9時3０分～11時3０分 公認心理師による個別相談

要申込（実施日の 1 週間前まで）

健康相談
歯科相談
栄養相談
要申込

七宝・美和・甚目寺保健センター 随時 （日程の調整をさせていただ
きます）

保健師による個別相談
歯科衛生士による個別相談
栄養士による個別相談

いきいき体操
【予約不要】

七宝保健センター 毎週火・木・金
曜日

午後４時～４時3０分

DVDによる健康増進・体力向上のための
体操・エアロビ等

美和保健センター ８ 日（水） 簡単な体操を行い、健康習慣を身につけまし
ょう。甚目寺保健センター 7 日（火）

申込・問合先 甚目寺保健センター　☎443・０００5
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各種事業については、原則お住まいの地区保健センターの利用をお願いします。

対象地区について

七宝保健センター 美和保健センター 甚目寺保健センター
沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川部・伊福・
下之森・徳実・鷹居・鯰橋

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・古道・金岩・木田・
森山・中橋・丹波・蜂須賀・篠田・北苅・小橋方・乙之子

甚目寺・栄・西今宿・森・方領・石作・小路・本郷・
坂牧・下萱津・中萱津・上萱津・新居屋

持ち物ワクチンの種類
【個別接種】　あま市、津島市、愛西市、弥富市、海部郡内の指定医療機関で接種してください。

B型肝炎、Hib（ヒブ）、小児の肺炎球菌、４ 種混合、ＢＣＧ、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水痘（水ぼう
そう）、日本脳炎、2 種混合、子宮頸がん予防ワクチン（積極的勧奨は見合わせ中）、不活化ポリオ、3 種混合

母子健康手帳、予防接種予診票、
子ども医療費受給者証等

・接種回数、間隔等詳しくは「あま市母子保健事業・予防接種年間予定表」をご覧ください。
・指定医療機関へ必ず接種前に予約をしてください。
・指定医療機関で接種できない方は、指定医療機関以外で接種できる場合があります。詳しくは保健センターにお問い合わせください。

予防接種事業
ＢＣＧ予防接種が令和2年４月１日から個別接種となりました。

申込・問合先 甚目寺保健センター　☎443・０００5

　愛知県広域予防接種事業について
　　疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができます。
　　事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。

　特別の理由による任意予防接種費用助成事業について
　 　骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断され、任意で再度、予防接種を受け

る方に対し、予防接種に要する費用の一部を助成します。
◎対象者�
 ・骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断された方
 ・接種日に2０歳未満の方。ただし、４ 種混合は15歳未満、ヒブは1０歳未満、小児の肺炎球菌は ６ 歳未満、ＢＣＧは ４ 歳未満の方 
◎対象の予防接種
 ・ 接種済の定期予防接種Ａ類（B型肝炎、Hib、小児の肺炎球菌、４ 種混合、3 種混合、不活化ポリオ、ＢＣＧ、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水痘、

日本脳炎、  2 種混合、子宮頸がん予防ワクチン） ※事前に手続きが必要です。詳細はお問い合わせください。

■
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あま市が元気になるために、市の「健康づくり計画、歯と口腔の保健計画及び食育推進計

画」を協働により推進するための、「健康づくりサポーター」である“活き生き推進隊”が活動し

ています。興味のある方は、健康推進課にお問い合わせください。

“ 力強く、健やかな勇健都市 ”
自分自身でがんを予防しましょう

現在、日本人の２人に１人が、一生のうちに一度は
がんになるというデータがあります。

国立がん研究センターをはじめとする研究の結
果、日本人のがんの予防にとって「禁煙」「節酒」「食生
活」「身体活動」「適正体重の維持」の５つの健康習慣が
重要であることがわかっています。これらを実践し、
がんになる確率を低くする努力をしましょう。

集団がん検診等中止のお知らせ
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、令和２年度に予定しておりました
以下の「集団がん検診等及び集団特定健康診査」を中止しております。

●がん検診　　　　●骨粗しょう症検診　　●肝炎ウィルス検診　　●歯と口腔の健診　　
●３０・３５歳健診　　●すこやか健診　　　　●特定健康診査

※ 大腸がん検診、肝炎ウィルス検診の無料クーポン対象者は、来年度も無料クーポン
対象となります。

※ 乳がん検診、子宮がん検診の無料クーポン対象者は、今年度個別検診でクーポンを
利用されなかった場合、来年度も無料クーポン対象となります。

※３０・３５歳健診の対象者は、来年度も健診対象となります。
なお、医療機関で受ける「個別検診（6/1～1０/31）」につきましては、予定どおり実
施いたしますので、予約の有無や受診時間等は医療機関に直接ご確認のうえ、受診の
際は「がん検診等受診券」を必ずご持参ください。ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理
解賜りますようお願いします。

問合先　甚目寺保健センター　☎４４３・０００５　FAX・４４３・５４６１
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7

7
※午後５時からは、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。
※医師の都合により変更する場合があります。市公式ウェブサイトをご覧ください。

日 病院名 電話 場所

5(日) 森整形外科クリニック 052・445・5050 あま市

12(日) 奥村整形外科 052・445・5667 大治町

19(日) 鈴木整形外科 0567・28・8838 愛西市

日 病院名 電話 場所

23(木・祝)つつみ整形外科クリニック0567・97・0223 蟹江町

24(金・祝)脳神経外科のぞみクリニック052・443・5533 あま市

26(日) わたり整形外科 052・449・6699 あま市

●内　　容　 くすり、医療用品等に関
する緊急の相談、質問、問
合せ

●電話番号　０9０・ ２１３６・３８５８
●対応時間　午後9時～午前０時
・ 海部津島薬剤師会の会員が、夜間

のお薬のご相談にのっています。
・ 夜間（午後9時から午前０時まで）

お薬のことでご心配なことがありま
したら、お気軽にお電話ください。

く す り 安 心 電 話

日曜・祝日 午前9時～正午・午後1時～5時

ウェブサイト（http://�amaq.sakura.ne.jp）

時間

相談名 日時 場所 問合先
女性相談

月～金曜日　午前９時～午後４時 甚目寺庁舎
子育て支援課

子育て支援課
☎４４４・３1７３ ℻４４３・３555
電話予約も受け付けます。

母子家庭相談
母子家庭就業相談
教育相談（要予約） 月～金曜日　午後1時３０分～４時３０分 市内小中学校及び教育相談センター

（甚目寺会館1階）
教育相談センター（甚目寺会館内）
☎４４３・1４００ ℻４４３・９７７９

※予約受付時間（月 ~ 金）
午前９時 ~ 午後３時３０分心理支援相談（要予約） 毎週水・木曜日　午前９時～午後３時 教育相談センター

行政相談 ８日（水）　午前９時３０分～11時３０分 本庁舎 総務課
☎４４４・1７11 ℻４４1・８３３０ 

心配ごと相談（予約不要）
２日（木）　午前1０時～正午（受付午前11時３０分まで） 美和総合福祉センターすみれの里 あま市社会福祉協議会本所

（甚目寺総合福祉会館内）
☎４４３・４２９1

※ 予約受付　２週間前 ~（２週間前
が休業日の場合は翌営業日）

※ 司法書士による相続・登記相
談は３営業日前までの予約が
必要です。

９日（木）　午前1０時～正午（受付午前11時３０分まで） 甚目寺総合福祉会館
1６日（木）　午前1０時～正午（受付午前11時３０分まで） 七宝老人福祉センター

法律相談（要予約）※1
担当：弁護士

２日（木）・1６日（木）　午前1０時～正午 甚目寺総合福祉会館
９日（木）　午前1０時～正午 美和総合福祉センターすみれの里
２２日（水）　午前1０時～正午 七宝老人福祉センター

司法書士による相続・登記相談
（登記手続き上の相談に限る：要
予約）

９日（木）午前1０時～正午 七宝老人福祉センター
２２日（水）午前1０時～正午 甚目寺総合福祉会館

障がい児者相談※２
月～金曜日（祝日を除く）
午前８時３０分～午後5時15分（事前にお問い合わせ
ください）

障害相談支援事業所
あま市社会福祉協議会美和支所
（美和ひまわり作業所内）

☎４４６・０６1２ ℻４４３・３８４４
身体障害者相談員・知的障害者
相談員による相談会※２ 1４日（火）　午前1０時～正午 甚目寺庁舎　相談室 社会福祉課

☎４４４・３1３5 ℻４４３・３555
あま市人権相談所 1７日（金）　午前９時３０分～正午 七宝公民館 人権推進課

☎４４４・０３９８ ℻４４1・８３３０

子ども・若者相談窓口（要予約） 毎週火曜日・金曜日（祝休日を除く）　
午前９時～正午、午後1時～４時 甚目寺公民館　相談室

生涯学習課甚目寺公民館
☎４４４・1６２1 ℻４４３・９７７８

※ 予約受付時間（火～日）午前９
時～午後5時

巡回労働相談（要予約）※３ ９日（木）　午後1時～４時 本庁舎　
産業振興課

☎４４1・７11４ ℻４４1・８３８７消費生活相談 ３日（金）・1０日（金）・1７日（金）・３1日（金）
午前９時３０分～正午 本庁舎　相談室

若年者就職相談（要予約）※４ 1６日（木）　午後1時～5時 本庁舎
生活安全相談（要予約）※5 月～金曜日　午前９時～午後5時 本庁舎 安全安心課

☎４４４・０８６２ FAX４４1・８３３０甚目寺庁舎　相談室
不動産相談（予約不要） ８日（水）　午後1時～４時 甚目寺庁舎　相談室 企画政策課

☎４４４・1７1２ ℻４４４・０９８２
※１　法律相談については、相談を円滑に行っていただくため、予約時に相談内容をお伺いしますので、ご協力お願いします。
※２　FAXによる問い合わせも受け付けています。（障がい児相談：FAX４４3・3８４４、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX４４3・3555）
※３　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※４　事前予約が必要です。（当日の状況により利用できる場合があります。）相談時間は１人5０分以内です。
※５　事前予約が必要です。（当日の状況により利用できる場合があります。）
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7 月　一般家庭ごみ収集日程
●可燃ごみ　

お住まいの場所 収集日 搬出時間
名鉄津島線の線路の北側 毎週　月・木曜日 午前８時３０分まで名鉄津島線の線路の南側 毎週　火・金曜日

●プラスチックごみ　
お住まいの場所 収集日 搬出時間

市内全域 毎週　水曜日（１・８・１５・２２・２9日） 午前８時３０分まで
●不燃ごみ　

お住まいの場所 収集日 搬出時間
名鉄津島線の線路の北側 毎月　第２土曜日（１１日） 午前８時３０分まで名鉄津島線の線路の南側 毎月　第３土曜日（１８日）

※不燃ごみの収集は、毎月1回です。
●資源ごみ　

お住まいの場所 収集日 搬出時間
七宝地区 毎月　第２水曜日（８日）

午前9時まで美和地区 毎月　第３水曜日（１５日）
甚目寺地区 毎月　第４水曜日（２２日）

●粗大ごみ　
申込先 受付時間

電話予約 粗大ごみ受付センター
４４４・０３０３

月～金 午前9時～午後７時
土・日・祝 午前9時～午後５時

インターネット
予約

市公式ウェブサイトのトップページ上の「粗大
ごみ受付センター」アイコンをクリックして手続
き。

随時。申込完了画面に受付番号が表示されますので、メモなどで控えて
ください。その後、電話予約受付時間内に予約完了メールが届き、収集
日をお知らせし、受付となります。

●ごみの出し方について
※�可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大ごみは上記の予約と粗大ご
みシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。

可燃ごみ
（白色半透明の袋）

一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。

プラスチックごみ
（ブルー半透明の袋）

「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してく
ださい。

不燃ごみ
（ピンク半透明の袋）

袋に入る廃小型家電、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は、「可燃ごみ」で出してください。
　※�「不燃ごみ」にスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート
塊、バッテリーなどの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車
や清掃工場の火災や故障の原因になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に「不燃ごみ」で出さ
ず、決められたルールに従って処分してください。

資源ごみ
（ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、乾電池

類、ライター類）

○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
　※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
　※�出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらは全て不燃ごみで出してください。

○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
　※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは袋（袋は自由）に入れて出してください。
ファイルにとじてある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出し
てください。布団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出
してください。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
　※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。
携帯電話・ゲーム機等や蛍光管等の回収にご協力ください

◆ 一般家庭から出る使用済み小型家電（携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機等）は、「リサイクルステーション」で回収を行っ
ていますので、ご利用ください。

　※市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。
◆ 一般家庭から出る水銀使用廃製品（蛍光管等）のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサ

イクルステーション」に出すよう、ご協力をお願いします。
●その他
・「リサイクルステーション」は、甚目寺庁舎駐車場内で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、年末年始
は除く）開設しています。
　・ごみの分別と出し方のルールの詳細については、「令和２年度　あま市のごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市
公式ウェブサイト内公開）をご覧ください。

問合先　環境衛生課　☎４４４・３１３２　FAX４４３・３５５５
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●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

4
●伝統文化映画会「みちのく
の鬼たち-鬼剣舞の里」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

5
●伝統文化映画会「み
ちのくの鬼たち-鬼剣
舞の里」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

6 7 8 9 10
●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

11

12 13 14 15
●七宝焼体験教室特別
企画「ガラス胎七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

16
●七宝焼体験教室特別
企画「ガラス胎七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

17
●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

18

19
●七宝焼体験教室特別
企画「ガラス胎七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

20 21
●七宝焼体験教室特別
企画「ガラス胎七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

22
●七宝焼体験教室特別
企画「ガラス胎七宝」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

23 海の日 24 スポーツの日
●七宝焼体験教室特別
企画「花火のブローチ」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19

25
●七宝焼体験教室特別企画
「花火のブローチ」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉→ p19
●星空観察会

26 27 28 29 30 31
●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

【今月の表紙】
七宝焼アートヴィレッジの外観と、所蔵の夏らしい作品を２点掲載しました。七宝焼アートヴィレッジにはさまざまな作品
や季節に合わせた商品が並びます。新型コロナウイルス感染症が落ち着いたら、ぜひ足を運んでみてください。



あま市公式ウェブサイト

スマートフォンの
無料アプリで
広報あまが
閲覧できます。

令和2年7月発行

見やすく、読み間違えの少ないフォント「ユニバーサルデザインフォント」を使用しています。
https://www.city.ama.aichi.jp

財源確保のため有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容に関しては直接広告主へお問い合わせください。

広告未




